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主日礼拝    
 

前奏 
 

参集 (報告 ･ 紹介 ･ 予定) 
 

招詞 
「恵み深い主に感謝せよ。 

慈しみはとこしえに。  

イスラエルは言え。 

慈しみはとこしえに。  

アロンの家は言え。 

慈しみはとこしえに。  

主を畏れる人は言え。 

慈しみはとこしえに。」    （詩編118:1～4） 
 

 

頌栄 26「グロリア」 
 
 
 
 
 
 
 
リタニ― 「主の招き」 
 

司式者： 主
し ゅ

は言
い

われます。 

    「こどもたち、いらっしゃい。」  

一 同：「天
て ん

国
ご く

はあなたがたのような者
も の

の国
く に

 

です。」 

司式者： 主
し ゅ

は言
い

われます。 

    「わたしの名
な

によって集
あ つ

まるところに 

わたしもいる。」  

一 同： さあ、お迎
む か

えしよう、 

     イエスさまをわたしの心
こころ

に。 

司式者： 主
し ゅ

は言
い

われます。 

    「神
か み

と人
ひ と

とに仕
つ か

える人
ひ と

になりなさい。」 

一 同： 主
し ゅ

よ、わたしたちに、平
へ い

和
わ

をつくりだす 

勇
ゆ う

気
き

をください。 

    アーメン。  
 

祈祷 
 
献金  
 
 
 
 
 
 
 
 

主の祈り 
天
て ん

にまします我
わ れ

らの父
ち ち

よ、 

ねがわくは み名
な

をあがめさせたまえ。 

み国
くに

を来
き た

らせたまえ。 

みこころの天
て ん

になるごとく 

地
ち

にもなさせたまえ。 

我
わ れ

らの日用
に ち よ う

の糧
か て

を、今
き ょ

日
う

も与
あ た

えたまえ。 

我
わ れ

らに罪
つ み

をおかす者
もの

を我
わ れ

らがゆるすごとく、 

我
わ れ

らの罪
つ み

をもゆるしたまえ。 

我
わ れ

らをこころみにあわせず、 

悪
あ く

より救
す く

い出
い だ

したまえ。 

国
く に

とちからと栄
さ か

えとは限
か ぎ

りなくなんじのもの 

なればなり。 

アーメン。 
 

聖書 ヨハネによる福音書 21:15～25          
新約（新共同訳）P211～P212 

 

食事が終わると、イエスはシモン・ペトロに、「ヨハ

ネの子シモン、この人たち以上にわたしを愛している

か」と言われた。ペトロが、「はい、主よ、わたしが

あなたを愛していることは、あなたがご存じです」と

言うと、イエスは、「わたしの小羊を飼いなさい」と

言われた。 二度目にイエスは言われた。「ヨハネの

子シモン、わたしを愛しているか。」ペトロが、「は

い、主よ、わたしがあなたを愛していることは、あな

たがご存じです」と言うと、イエスは、「わたしの羊

の世話をしなさい」と言われた。  

三度目にイエスは言われた。「ヨハネの子シモン、わ

たしを愛しているか。」ペトロは、イエスが三度目も、

「わたしを愛しているか」と言われたので、悲しくな

った。そして言った。「主よ、あなたは何もかもご存

じです。わたしがあなたを愛していることを、あなた

はよく知っておられます。」イエスは言われた。「わ

たしの羊を飼いなさい。はっきり言っておく。あなた

は、若いときは、自分で帯を締めて、行きたいところ

へ行っていた。しかし、年をとると、両手を伸ばして、

他の人に帯を締められ、行きたくないところへ連れて

行かれる。」ペトロがどのような死に方で、神の栄光

を現すようになるかを示そうとして、イエスはこう言

われたのである。このように話してから、ペトロに、

「わたしに従いなさい」と言われた。  

ペトロが振り向くと、イエスの愛しておられた弟子が

ついて来るのが見えた。この弟子は、あの夕食のとき、

イエスの胸もとに寄りかかったまま、「主よ、裏切る

のはだれですか」と言った人である。ペトロは彼を見

て、「主よ、この人はどうなるのでしょうか」と言っ

た。イエスは言われた。「わたしの来るときまで彼が



生きていることを、わたしが望んだとしても、あなた

に何の関係があるか。あなたは、わたしに従いなさ

い。」それで、この弟子は死なないといううわさが兄

弟たちの間に広まった。しかし、イエスは、彼は死な

ないと言われたのではない。ただ、「わたしの来ると

きまで彼が生きていることを、わたしが望んだとして

も、あなたに何の関係があるか」と言われたのである。  

これらのことについて証しをし、それを書いたのは、

この弟子である。わたしたちは、彼の証しが真実であ

ることを知っている。  

イエスのなさったことは、このほかにも、まだたくさ

んある。わたしは思う。その一つ一つを書くならば、

世界もその書かれた書物を収めきれないであろう。 

 
 

賛美 483「わが主イェスよ、ひたすら」 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
説教「それぞれが羊飼いとして遣わされる」 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

賛美 521「とらえたまえ、われらを」 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
派遣 

司式者  主は言われます｡ 
       ｢わたしは誰を遣わすべきか｡｣ 

会 衆   わたしがここにおります。 
           わたしを遣わして下さい。 
祝祷 
 
アーメン 
 
 
 
 

後奏  

 

司 式 山野上 純子 
説 教  向井 希夫牧師 

奏 楽 玉理 照子 
 
 


